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広報 平成3年6月25日 1 

町の人 口 

（平成3年5 月31日） 

男 3,861（一4 ) 

4,318（一1 ) 

8,179（一5 ) 

世帯数 2,760 (- 3 ) 

女

計

 

報
 

方城町議会議長 

山口忠市氏 

プ
、
ブ
、
プ
、
J
、
プ
、
プ
、
プ
、
プ
、
ク
、
プ
、
●
、
ブ
、
プ
、
J
、
●
、
プ
、
●
、
J
、
プ
、
J
、
プ
、
プ
、
●
、
プ
、
プ
、
ブ
、
プ
、
プ
、
プ
、
J
、
プ
、
プ
、
ク
、
ブ
、
タ
、
プ
、
J
、
ブ
、
 

議
長
に
山
口
忠
市
氏
 

副
議
長
に
高
津
 
新
氏
 

町
議
会
議
員
改
選
後
初
め
て
 

の
臨
時
町
議
会
が
去
る
五
月
七
 

日
開
か
れ
、
議
長
に
山
口
忠
市
 

氏
、
副
議
長
に
高
津
新
氏
を
選
 

出
し
ま
し
た
0
 

つ
ぎ
に
、
町
議
会
議
員
の
中
 

か
ら
選
ぶ
監
査
委
員
に
倉
石
菊
 

男
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
 

し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
各
議
員
の
議
席
 

を
指
定
し
総
務
、
文
教
厚
生
、
 

産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
委
 

員
、
議
会
選
出
の
一
部
事
務
組
 

合
議
員
及
び
各
種
委
員
会
委
員
 

が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
各
常
任
委
員
会
委
員
 

等
の
構
成
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
 

す。 

、
プ
、
プ
、
ブ
、
プ
、
J
、
ブ
、
J
、
プ
、
プ
、
ブ
、
プ
、
ブ
、
プ
、
プ
、
プ
、
ブ
、
プ
、
J

へ
～
プ
、
プ
、
プ
、
ブ
、
ブ
、
プ
、
ブ
、
ブ
、
プ
、
プ
、
プ
、
ブ
、
プ
、
ブ
、
プ
、
ブ
、
プ
、
ブ
、
ブ
、
ブ
 

方城町議会副議長 

高津 新氏 

議
長
●
副
議
長
 

就
任
の
あ
い
さ
つ
 

こ
の
度
、
私
達
議
長
、
副
議
 

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
 

ま
す
が
、
選
任
さ
れ
た
以
上
決
 

意
を
新
た
に
、
町
政
発
展
の
た
 

め
、
議
員
各
位
の
ご
指
導
と
ご
 

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
 

一 

生
懸
命
議
会
活
動
に
全
身
を
打
 

ち
込
む
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

方
城
町
は
昭
和
 57 

年
に
財
政
 

再
建
に
転
落
し
、
町
民
の
皆
さ
 

ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
 

致
し
ま
し
た
が
、
当
初
の
再
建
 

計
画
よ
り
2
年
間
短
縮
し
、
平
 

成
3
年
度
で
再
建
団
体
を
脱
却
 

 , 】
 
【
 
?
 

で
き
ま
す
。
 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
皆
様
 

方
の
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
申
し
 

上
げ
ま
す
。
今
後
は
住
民
福
祉
 

の
向
上
な
ど
に
力
を
注
ぎ
、
町
 

民
が
お
互
い
尊
敬
し
つ
つ
、
心
 

の
和
を
大
切
に
し
明
る
い
住
み
 

よ
い
町
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

私
達
は
も
ち
ろ
ん
努
力
致
し
 

ま
す
し
、
町
民
の
方
々
の
ご
指
 

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
 

第
で
あ
り
ま
す
。
 

最
後
に
町
民
皆
様
の
ご
健
康
 

と
ご
多
幸
を
祈
念
し
ま
す
。
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7
月
の
こ
よ
み
 

と
 
行
 
事
 

1
ロ］ 

1
口］ 

1
ロ］ 

4
口］ 

7
［日 

20 18 
日 日 

同
和
問
題
街
頭
啓
発
 

国
民
安
全
の
日
 

三
種
混
合
 

乳
児
・
育
児
相
談
 

七
タ
（
た
な
ば
た
）
祭
 

一
才
六
ケ
月
検
診
 

海
の
記
念
日
 

24 

日
 

30 

日
 

献
血
（
一
般
献
血
・
成
 

分
献
血
）
 

三
種
混
合
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1991 年度 
(H 3.5.7現在） 方城町議会 常任委員会委員名簿 同和」問題啓発強調月間行事計画表 F 

行事及び行事概要 
行 

摘 要 
実施月日 場 講 対 象 者 実施主体 

街頭啓 発 

各地域において朝の出勤者 

に街頭啓発を実施する。 

7月1lI 

出 

午前7時 

町内各地 

7 ケ所 

町同推協役員 

行政（課長） 

全町民 

行政部会 

チラシ 

＊県800枚 

講 演 会 

町民の同和問題に対する 

正しい認識と理解を深める 

ため全町民を対象に実施t~ 

7 月21日 

（日） 

午前10時 

町民体育館 

講師 

滝井義高氏 

劇団「やし 
ゃぶし」 

全町民 町同推協 

＊ポスターの掲示 

＊スピードクッミ 
ガキ配布 

＊ウチワの配布 

行政職員研修 

行政職員の同和問題解決に 

たいする資質の向上を図る。 

11月予定 中央公民館 講師 未定 行政職員全員 行政部会 

就学前教育研修会 

講演会を行う 

7 月13日 

( f: 

中央公民館 ー人芝居 

劇団「やし 
ゃぶし」 

＊保母職員 

＊学校教職員 

就学前教育 

推進協議会 

啓発・広報 

＊横断幕・懸垂幕 

＊町広報紙 

＊ポスター 

期間中 

役場 

中央公民館 

隣保館 

歩道橋 

全町民 同和対策室 

教育委員会 

社会教育関係団体の研修 

社会教育に関係する団体の 

人々の同和間題に対する理 

解を深める。 

7 ・ 8 ・ 9 

月協議の上 中央公民館 協議の上 団体所属の人 教育委員会 

県主催講演会 

県の主催する講演会に参加 

し理解に努める。 

地区公民館長の研修会 

町内啓発の推進協力者とし 

ての理解を深めるための 

研修 

7月9 日 

因 

12月 

人権週間 

に合わせて 

直方市民会館 

中央公民館 

講演 

本間隆子氏 

狩野俊猷氏 

町同推協 
関係者 

各地区の 

地区公民館長 

教育委員会 

教育委員会 

人権作文・ポスタ一 

児童・生徒の人権作文・ポ 

スターの作成と表現活動を 

通して同和問題の理解と関 

心を演める。 

学校 教師 児童・生徒 学校部会 

企業内における研修会 企業内従業者 

委 員 会 ．リ 

＊方城町鉱害対策特別委員会（6 人） 

委 員 長 原 田 富 夫

副委員長 永 原 勝 芳 

委 員 倉 石 菊 男 

委 員 白 石 道 則 

委 員 香 月 祥 孝 

委 員 秋 野 重 美 

＊方城町病院建設特別委員会（6 人） 

委 員 長 白 石 道 則 

副委員長 秋 野 重 美 

委 員 永 野 直 人 

委 員 長 尾 寿 郎 

委 員 倉 石 菊 男 

委 員 香 月 祥 孝 

―部事務組合議会議員 乙
 

職 名 氏 名 住 所 

（
定
数
6
人） 

総

務

委

員

会

 

委 員 長 原 田 富 夫 弁城2525---1 

副委員長 大 石 昭 三 伊方353 

委 員 永 野 直 人 弁城673 

委 員 白 石 道 則 伊方3227 

委 員 堀 江 克 己 伊方4476-8 

議 長 山 口 忠 市 伊方2517-2 

（
定
数
5
人） 

文
教
厚
生
委
員
会
 

委 員 長 永 原 勝 芳 伊方2459- 13 

副委員長 秋 野 重 美 弁城1872 

委 員 仲 島 富士雄 伊方2866 

委 員 長 尾 寿 郎 伊方1273 

副 議 長 高 津 新 伊方278 

（
定
数
5
人） 

産
業
建
設
委
員
会
 

委員 長 中 村 勝 彦 弁城2532--- 4 

副委員長 香 月 祥 孝 弁城2路0 

委 員 武 内 昭 英 伊方1865 

委 員 仲 村 生 雄 伊方4237-3 

監 査 倉 石 菊 男 伊方4刀8 

下田川衛生組合議会 （2人） 

秋野重美・高津 新 

田川地区伝染病院組合議会（1人） 

永原勝芳 

田川地区消防組合議会 （1人） 

永野直人 

田川地区斎場組合議会 （1人） 

倉石菊男 

い～、‘"’パパパ‘ヘハ‘'‘パAパ‘'‘ハAパー‘ノ、パパ’"‘ハパパパ、 

)たばこは、町内で i 

i 買いましょう0 i 
弘．,．ハ，ヘハ．～、．～、．,‘ハ．～、．～、．ヘハ．ヘハ，ヘハ，ヘハ．ヘハ．~3 

『
守
ろ
う
人
権
 

許
す
な
差
別
』
 

7
月
は
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。
 

町

民

の

み

な

さ

ま

 へ 

方
城
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
 

会
 

長
 

同
和
問
題
は
、
人
類
普
遍
の
 

原
理
で
あ
る
人
間
の
自
由
と
平
 

等
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
と
と
 

も
に
、
日
本
国
憲
法
に
保
障
さ
 

れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
 

重
要
な
社
会
問
題
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
問
題
の
早
期
解
決
は
、
 

国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責
 

務
で
あ
る
と
同
時
に
国
民
的
課
 

題
で
も
あ
り
ま
す
。
 

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
同
 

和
対
策
審
議
会
答
申
の
精
神
な
 

ら
び
に
法
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
 

各
種
事
業
、
啓
発
活
動
を
実
施
 

し
て
き
ま
し
た
が
、
な
お
多
く
 

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
 

ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
地
 

岩
 

崎
 

俊
 

徳
 

域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
 

国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
 

す
る
法
律
が
、
平
成
四
年
三
月
 

三
十
一
日
に
失
効
す
る
と
い
う
 

非
常
に
厳
し
い
事
態
を
迎
え
よ
 

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

当
協
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
 

は
、
同
和
問
題
を
自
分
自
身
の
 

問
題
と
し
て
正
し
く
認
識
理
解
 

し
、
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
 

め
に
啓
発
活
動
を
推
進
し
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
た
め
、
方
城
町
で
は
、
 

次
の
と
お
り
同
和
問
題
啓
発
強
 

調
月
間
の
諸
行
事
を
計
画
い
た
 

し
ま
し
た
。
 

町
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
 

な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

<D
片
ユ
八
D
人
、
」
荏
一
タ
」
」
m
手
看
」
ノ
、
遣
工
川
m
一
D

八
よ
う
町
】
ベ
ノ
ノ
、
J
」と 



' 

(5） 平成3年6 月25日 広 報 四
 

》つ よ
 

じ
 

』つ ほ
 

第165 号 第165 号 平成3年6 月25日 広 報 》つ よ
 

じ
 

、つ ほ
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一 

財
政
再
建
ゴ
ー
ル
目
前
 三
一
」
一
」
一
」
一
一
一
一
一
」
一
一
三
三
」
三
一
一
三
三
 

本
年
度
（
平
成
3
年
度
）
完
了
へ
 

〈
再
建
期
間
‘
昭
和
 57 

年
度
、
平
成
3
年
度
の
 10 

年
間
〉
 

昭
和
 57 

年
度
に
財
政
再
建
準
 

用
団
体
の
指
定
を
受
け
、
財
政
 

再
建
計
画
を
基
本
に
行
財
政
の
 

運
営
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
 

今
年
度
で
財
政
再
建
 10 

年
目
 

を
迎
え
ま
す
が
、
財
政
再
建
計
 

画
を
着
実
に
実
行
し
た
結
果
、
 

収
支
改
善
が
著
し
く
、
当
初
 21 

億
4

、
7
6
2

万
円
あ
り
ま
し
 

た
赤
字
総
額
も
、
当
初
計
画
よ
 

り
9
億
円
早
い
ペ
ー
ス
で
赤
字
 

解
消
し
、
本
年
度
（
平
成
3
年
 

度
）
に
2
億
3

、
7
0
6

万
5
 

平成3年度当初予算の状況 

平成3年3 月定例議会において、平成3 年度の 

当初予算が可決されましたのでお知らせします。 

（単位】刊り 特別会計の当初予算状況 

千
円
を
解
消
す
れ
ば
完
了
し
ま
 

す。 さ
ら
に
、
再
建
期
間
も
当
初
 

計
画
で
は
、
昭
和
 57 

年
度
か
ら
 

平
成
5
年
度
の
 12 

年
間
で
し
た
 

が
2
年
間
短
縮
し
、
昭
和
 57 

年
 

度
か
ら
平
成
3
年
度
ま
で
の
 10 

年
間
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
財
政
再
建
は
大
 

変
厳
し
く
長
い
道
の
り
で
し
た
 

が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
 

ご
協
力
に
よ
り
、
本
年
度
を
も
 

ち
ま
し
て
完
了
す
る
予
定
で
す
。
 

国 保 老人医療 水 道 病 

総収人 562.217 751 .306 156.635 288.164 

総支出 562,217 751,306 186,624 305,280 

差 引 0 0 29,989 17,116 
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普通会計の予算状況 

新
た
に
整
形
外
科
医
師
を
迎
え
て
 

方
城
町
立
病
院
院
長
 

詫
 

摩
 

衆
 

三
 

去
る
6
月
1

日
付
け
で
、
県
 

よ
り
自
治
医
科
大
学
出
身
の
整
 

形
外
科
医
師
、
浅
野
茂
利
先
生
 

が
町
立
病
院
に
派
遣
さ
れ
ま
し
 

た
。
浅
野
先
生
は
新
進
気
鋭
の
 

若
き
整
形
外
科
医
で
、
特
に
骨
・
 

関
節
に
関
す
る
病
気
の
分
野
で
 

の
診
療
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
 

い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
い
 

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
今
年
度
は
、
 

内
科
の
大
屋
先
生
と
私
を
含
め
 

て
、
常
勤
医
師
三
人
に
よ
る
、
 

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整
形
 

（単位】千円） 入
 

歳 

外
科
の
新
し
い
診
療
体
制
が
整
 

い
ま
し
た
。
ま
た
、
薬
局
の
調
 

剤
、
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
 

め
、
薬
剤
師
を
新
た
に
一
人
採
 

用
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
た
び
、
新
た
に
整
形
外
 

科
医
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
院
 

内
の
外
来
診
療
部
門
を
小
改
築
 

し
若
干
の
拡
張
を
さ
せ
て
い
た
 

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
皆
 

様
の
町
立
病
院
に
対
す
る
イ
メ
 

ー
ジ
が
少
し
で
も
明
る
く
清
潔
 

な
も
の
と
な
り
、
ま
た
、
三
人
 

の
医
師
、
そ
れ
に
看
護
ス
タ
ッ
 

フ
が
機
能
的
に
連
携
し
合
っ
て
、
 

充
実
し
た
外
来
診
療
が
効
率
よ
 

く
取
り
行
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
 

幸
い
で
す
。
従
来
よ
り
質
・
量
 

と
も
に
充
実
し
た
医
療
を
提
供
 

し
、
町
民
の
方
に
喜
ん
で
い
た
 

だ
け
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

町
立
病
院
に
医
師
3
人
体
制
 

（単位】千円） 出
 

歳
 

前年度繰上 
充用金 

237.065 
(5.1%) 

地方譲与税 

53,690 
(1.1%) 

税収入 

327.653 
その他 （6.5%) 

741,347 

(15.9%) 

扶助費 

188,151 
(4.0%) 

地方交付税 

地方債 

441,300 

(9.4%) 

1,875,382 

が
実
現
し
た
こ
と
は
診
療
レ
ベ
 

ル
の
向
上
と
診
療
サ
ー
ビ
ス
の
 

充
実
と
い
う
意
味
で
、
方
城
町
 

民
の
方
々
に
と
っ
て
は
誠
に
喜
 

ぶ
べ
き
事
だ
と
思
い
ま
す
。
 

私
達
は
、
こ
れ
を
機
会
に
従
 

来
患
者
さ
ん
か
ら
苦
情
の
多
か
 

っ
た
、
長
い
診
療
待
ち
時
間
や
 

調
剤
待
ち
時
間
の
短
縮
化
、
そ
 

れ
に
従
来
手
薄
だ
っ
た
、
午
後
 

の
外
来
診
療
の
充
実
に
向
け
体
 

制
づ
く
り
を
し
て
行
き
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
町
立
病
院
は
「
見
 

か
け
は
汚
い
が
中
味
は
充
実
し
 

て
い
る
」
と
、
町
民
の
方
々
に
 

心
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
な
 

る
よ
う
に
、
 
ス
タ
ッ
フ
ー
同
努
 

力
し
て
行
く
つ
も
り
で
す
。
 

診
療
面
で
は
、
当
院
で
も
頻
 

度
の
多
い
、
整
形
外
科
的
疾
患
 国県支出金 

1,229,674 

(26.5%) 

（単位】千円） 赤字解消の状況 

指定日の属 
する年度 
昭和57年度 

昭和58年度 昭和59年度 昭和60年度 昭和61年度 昭和62年度 

当 初 計 画 A 1, 599, 639 137,192 157. 691 162,941 122,610 4,889 

変 更 計 画 A 1, 599, 639 137.192 157, 691 162,941 122,610 204,889 

解 消 実績額 Al, 599 , 639 137.192 157,691 162,941 122,610 204,889 

実質収支（赤字額） A 2,147,620 A 2.010,428 A 1 .852,737 A 1.689,796 Al,567, 186 A 1.362,297 

昭和63年度 平成元年度 平成2年度 平成3 年度 平成4 年度 平成5 年度 
当 初 計 画 66,998 148,259 209. 975 360,525 558,923 217,617 

変 更 計 画 266,998 348,259 509,975 237.065 

解 消 実 績 額 266,998 348.259 (509.975) 

実質収支（赤字額） Al, 095 , 299 A 747,040 ▲237,065 

の
診
療
レ
ベ
ル
向
上
・
充
実
、
 

そ
れ
に
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
心
 

臓
病
、
高
脂
血
症
等
の
内
科
的
 

成
人
病
の
治
療
、
生
活
栄
養
指
 

導
に
力
を
注
い
で
行
き
た
い
と
 

思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
内
 

科
の
大
屋
先
生
に
よ
り
行
な
わ
 

れ
て
い
る
糖
尿
病
教
室
を
さ
ら
 

に
発
展
さ
せ
、
 

「
成
人
病
教
室
」
 

と
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
 

町
民
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
 

け
る
よ
う
に
考
え
て
行
き
た
い
 

と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
 

外
科
系
疾
患
の
診
療
内
容
の
向
 

上
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
い
 

時
期
に
手
術
室
の
整
備
を
し
、
 

虫
垂
炎
（
盲
腸
）
や
骨
折
・
外
 

傷
な
ど
の
中
小
の
手
術
が
一
日
 

で
も
早
く
町
立
病
院
で
行
え
る
 

よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
 

内
科
医
師
 

方
城
町
立
病
院
に
赴
任
し
て
、
 

こ
の
6
月
で
2
年
目
を
迎
え
ま
 

し
た
。
再
び
初
心
に
戻
っ
て
、
 

町
職
員
と
し
て
の
本
務
に
徹
す
 

べ
く
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
 

で
、
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
致
 

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
僅
か
一
 

年
間
で
す
が
、
外
科
の
詫
摩
院
 

す。 
一
方
、
今
年
度
は
、
従
来
か
 

ら
町
民
の
念
願
で
あ
る
病
院
改
 

築
と
い
う
大
き
な
問
題
に
取
り
 

組
み
、
町
長
の
施
政
方
針
に
沿
 

っ
て
、
来
年
度
初
め
に
は
新
病
 

院
の
着
工
が
出
来
る
よ
う
に
準
 

備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
重
要
な
年
で
す
。
そ
の
た
め
 

に
も
、
医
師
3
人
体
制
を
基
盤
 

に
、
私
達
病
院
ス
タ
ッ
フ
は
、
 

一
体
と
な
っ
て
町
民
の
期
待
に
 

そ
え
る
よ
う
な
病
院
づ
く
り
に
 

努
力
し
て
い
く
覚
悟
で
す
の
で
 

一
人
で
も
多
く
の
方
に
町
立
病
 

院
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
私
 

達
と
共
に
今
後
の
町
立
病
院
の
 

あ
り
か
た
、
将
来
像
に
つ
い
て
 

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
 

て
い
ま
す
。
 

大
 

屋
 

正
 

文
 

長
の
多
大
な
授
力
の
も
と
で
、
 

内
科
医
と
し
て
の
勤
務
を
送
ら
 

せ
て
戴
き
ま
し
た
。
途
中
、
故
 

高
田
先
生
の
御
逝
去
と
い
う
思
 

わ
ぬ
事
態
が
あ
り
ま
し
た
が
、
 

常
勤
2
名
体
制
と
し
て
充
分
に
 

働
け
る
環
境
を
頂
い
て
お
り
ま
 

す。 

注）平成2 年度解消実績額及び実質収支（赤字額）については、決算見込み額 


